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むつ市議会の映像配信がスタート！！むつ市議会の映像配信がスタート！！

配信はじめました。
！

議
会

だ
よ

り
工

事
中
！
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は
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P

へ

絵 ： April’ s　girl ／ 加
か と う

藤　汐
し お り

織さん（青森県立田名部高等学校 ３年生 美術部）題字 ： 中
なかのわたり

野渡　実
み お

央さん（むつ☆かつ 美術クラブ）



テーマをテーマを

　　　　未来のむつを未来のむつを

　　支える人への　　支える人への

　　投資　　投資１１
　　今と未来を守る　　今と未来を守る

　　防災 ・ DX への　　防災 ・ DX への

　　投資　　投資２２
　　むつの　　むつの

　　魅力を切り拓く　　魅力を切り拓く

　　産業への投資　　産業への投資３３
　　笑顔で　　笑顔で

　　住み続けられる　　住み続けられる

　　生活への投資　　生活への投資４４

徹底審査徹底審査
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
事
業

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

未
来
の
む
つ
を
支
え
る
人
へ
の
投
資

未
来
の
む
つ
を
支
え
る
人
へ
の
投
資

～
こ
ど
も
達
の
未
来
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
～

～
こ
ど
も
達
の
未
来
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
～

予
算
額　

3
４
８
万
５
０
０
０
円

テーマ １

テーマ以外の予算に関するテーマ以外の予算に関する
主な質疑も掲載しています主な質疑も掲載しています

  大瀧 次男　委員長大瀧 次男　委員長

市長が考える市長が考える

44つのつの

議会議会 がが

予算審査特別委員会

予
算
額　

４
５
０
０
万
円

「むつの未来を 切り拓く 攻めの予算」を可決！「むつの未来を 切り拓く 攻めの予算」を可決！
親
子
で

「笑
顔
ま
ん
な
か
」新
事
業

問答

専
任
の
保
育
士
を
配
置
す
る
一
般
型
と

施
設
の
空
き
定
員
を
活
用
し
、
在
園
児

と
一
緒
に
過
ご
す
余
裕
活
用
型
が
あ

る
。
補
助
基
準
額
は
こ
ど
も
一
人
当
た

り
８
５
０
円
で
、
障
害
児
や
医
療
的
ケ

ア
児
の
場
合
は
加
算
が
あ
る
。

八
戸
学
院
大
学
「む
つ
下
北

　

キ
ャ
ン
パ
ス
」運
営
費
補
助
金

補
助
金
の
詳
細
と
、
協
定
に
基
づ
き
、

補
助
す
る
も
の
に
な
る
の
か
伺
う
。

問答

キ
ャ
ン
パ
ス
の
安
定
運
営
を
支
援
す
る

た
め
、
賃
料
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
八
戸
学
院
大
学
と
は
、
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
支
援
に
関
し
て
は
、

補
助
金
交
付
要
項
を
作
成
し
、
維
持
的

な
看
護
師
の
育
成
を
図
る
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
で

　
　

   

地
域
の
期
待
高
ま
る

令和７年４月に開設された八戸学院大学 むつ下北キャンパス（校舎イメージ図）



予算審査特別委員会

  一般会計当初予算額一般会計当初予算額

今
と
未
来
を
守
る
防
災
・
Ｄ
Ｘ
へ
の
投
資

今
と
未
来
を
守
る
防
災
・
Ｄ
Ｘ
へ
の
投
資

～
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
～

～
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
～

テーマ ２

４０９４０９億億１７００１７００万円万円

予算審査特別委員会予算審査特別委員会

「むつの未来を 切り拓く 攻めの予算」を可決！「むつの未来を 切り拓く 攻めの予算」を可決！

む
つ
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

移
転
事
業

予
算
額　

２
０
９
１
万
4
０
０
０
円

施
設
の
機
能
強
化
へ

   

住
宅
街
で
新
た
な
取
組
を

移
転
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
新
た
に

取
り
組
む
事
業
は
あ
る
か
。

問答

令
和
7
年
度
は
、
調
査
研
究
、
設
計
、

工
事
着
工
。
令
和
8
年
度
は
工
事
の
完

成
、
移
転
、
開
設
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。
新
た
な
事
業
と
し
て
、
不
登
校
支

援
の
強
化
の

面
か
ら
、
学

び
の
多
様
化

や
地
域
の
人

た
ち
と
の
交

流
を
考
え
て

い
る
。

予
算
額　

1
０
０
０
万
円

事
業
内
容
と
教
育
環
境
の
整
備
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

問

　

東
京
大
学
連
携
事
業

東
大
生
が
む
つ
に
来
る

     

最
新
科
学
を
体
験
し
よ
う

答

東
大
の
学
生
や
関
係
者
が
、
ス
ポ
ー

ツ
科
学
を
中
心
に
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ

チ
ャ
ー
を
使
用
し
た
選
手
の
動
作
分
析

等
を
行
う
。
こ
ど
も
た
ち
が
最
先
端
の

研
究
や
技
術
に
触
れ
た
り
、
学
生
た
ち

と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視

野
が
広
が
り
教
育
環
境
の
整
備
に
繋
げ

て
い
き
た
い
。

  

む
つ
市
メ
タ
バ
ー
ス
教
育

　

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
事
業

予
算
額　

５
７
２
万
３
０
０
０
円

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

　
　
　

　

～
学
び
の
多
様
化
へ
～

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

問答

学
校
や
相
談
機
関
と
繋
が
っ
て
い
な
い

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
昨
年
度

10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
３
か
月
間
メ
タ

バ
ー
ス
空
間
に
教
育
相
談
室
を
開
設
し

た
。
顔
出
し
、
名
前
出
し
不
要
の
ア
バ

タ
ー
で
そ
の
空
間
に
入
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
行
っ
た
。
昨
年
度
は
47
名
の

児
童
・
生
徒
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

運
営
主
体
、
開
設
時
期
は
。

問答

授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
・
メ
タ
バ
ー
ス
空
間

を
提
供
す
る
の
は
外
部
の
業
者
で
あ

る
。
４
月
か
ら
６
月
に
業
者
を
選
定
し
、

夏
休
み
期
間
に
こ
ど
も
が
申
込
み
を

し
、
夏
休
み
明
け
か
ら
年
度
末
ま
で
メ

タ
バ
ー
ス
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

予
定
で
あ

る
。
ま
た
、

午
前
だ
け

で
な
く
午

後
に
も
開

設
で
き
る

よ
う
に
検

討
し
て
い

る
。

令和７年度から移転のため調査が

行われる旧田名部カトリック幼稚園

メタバースのイメージ図

４０９４０９億億１７００１７００万円万円

過去最大規模過去最大規模



4

む
つ
の
魅
力
を
切
り
拓
く
産
業
へ
の
投
資

む
つ
の
魅
力
を
切
り
拓
く
産
業
へ
の
投
資

　
　
　
　
　
　
　
　

～
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
～

　
　
　
　
　
　
　
　

～
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
～

テーマ 3

笑
顔
で
住
み
続
け
ら
ら
れ
る
生
活
へ
の
投
資

笑
顔
で
住
み
続
け
ら
ら
れ
る
生
活
へ
の
投
資

　
　
　

　
　
　

  

～
い
つ
ま
で
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～

～
い
つ
ま
で
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～

テーマ 4

  

ナ
マ
コ
増
殖
場
整
備
事
業

予
算
額　

１
億
３
５
６
４
万
３
０
０
０
円

ナ
マ
コ
の
お
引
っ
越
し　

 

新
た
な
海
域
で
元
気
に
増
殖

芦
崎
湾
浚
渫
工
事
終
了
後
の
管
理

運
営
等
は
ど
う
な
る
か
。

問答

大
湊
海
域
、
奥
内
海
域
に
移
設
後

の
ナ
マ
コ
は
元
に
戻
さ
ず
、
移
設

先
で
成
長
、
増
殖
し
、
漁
協
が
管

理
運
営
を
行
う
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑

そ
の
他
の
主
な
質
疑

  

む
つ
市
自
動
運
転

　
　
　
　

実
証
運
行
事
業

今
秋
に

　

自
動
運
転
バ
ス
の

　
　
　

実
証
運
転
開
始

実
証
運
行
事
業
の
詳
細
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

予
算
額　

８
２
０
9
万
１
０
０
０
円

 

田
名
部
・
大
湊
地
区　
　
　

　

閃
閃
（さ
ん
さ
ん
）
事
業
負
担
金

 

台
湾
文
化
を
体
験

　

提
灯
・
屋
台
で
賑
わ
い
を

事
業
の
詳
細
と
夜
市
の
開
催
時
期

は
。

問答

台
湾
高
雄
市
の
提
灯
を
設
置
し
、

台
湾
の
食
文
化
を
紹
介
す
る
屋
台

や
、
台
湾
文
化
を
具
体
的
に
体
験

で
き
る
提
灯
の
色
付
け
体
験
な
ど

楽
し
め
る
夜
市
を
開
催
す
る
。
夜

市
の
開
催
時
期
は
、
大
湊
夜
市
は

７
月
20
日
、
水
源
池
公
園
で
、
田

名
部
夜
市
は
８
月
10
日
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
開
催
す
る
計
画
で
あ

る
。

予
算
額　

６
７
６
万
円

国
ス
ポ
、
障
ス
ポ

          

推
進
事
業
費

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
る
か
。

問答

６
月
21
日
、
22
日
に
ロ
ー
イ
ン
グ

大
会
、
９
月
13
日
か
ら
15
日
に

セ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
11
月
21
日
か

ら
23
日
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
を

予
定
し
て
い
る
。

予
算
額　

５
億
１
４
４
万
９
０
０
０
円

本
大
会
で
の
参
加
予
定
者
数
は
。

問答

選
手
、
監
督
で
２
１
４
６
名
、
競

技
役
員
で
５
５
９
名
を
予
定
し
て

い
る
。

事
業
費
の
負
担
割
合
は
ど
う
な
る

か
。

問答

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
県
が
2
分

の
1
、
市
が
2
分
の
1
。
た
だ
し
、

仮
設
施
設
対
応
の
場
合
は
、
10
分

の
10
の
補
助
と
な
る
。

浚渫工事箇所からナマコを移動

運
行
ル
ー
ト
の
選
定
は
、
ど
の
よ

う
な
観
点
で
設
定
し
た
の
か
。

問答

複
数
の
公
共
交
通
が
接
続
す
る
場

所
で
あ
る
下
北
駅
、
都
市
部
の
商

業
施
設
、
学
校
等
を
つ
な
ぐ
運
行

ル
ー
ト
の
選
定
と
し
た
。

田
名
部
地
区
以
外
の
地
域
で
の
運

行
は
想
定
し
て
い
な
い
の
か
。

広報むつ（３月号）でも国スポ ・ 障スポの特集記事を掲載しています

むつ市
国スポ HP

広報むつ
３月号



5

市
税
全
般
（歳
入
）

市
の
収
入
の
根
幹　
　

　
　

前
年
よ
り
市
税
額
が
増
加
し
て
い

る
が
そ
の
要
因
は
何
か
。

問

答

昨

年

度

と

比

較

し

て
、

３
億
５
０
８
７
万
７
千
円
増
の

59
億
９
３
２
８
万
２
千
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
個
人

市
民
税
の
定
額
減
税
が
な
く
な
る

こ
と
と
、
新
築
家
屋
課
税
分
や
土

地
の
地
目
変
更
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
増
、
徴
収
率
の
増
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

物
価
高
騰
の
中
、

   
な
ぜ
市
税
が
増
え
る
？

 

原
子
力
関
連
交
付
金

（歳
入
）

新
た
な
財
源　
　
　
　

原
子
力
関
連
交
付
金
の
内
容
、
交

付
額
、
歳
入
に
対
す
る
割
合
は
ど

う
か
。

問答

総
額
で
25
億
８
３
５
２
万
４
千
円

を
見
込
ん
で
お
り
、
電
源
立
地
対

策
交
付
金
の
う
ち
、
国
が
15
億

円
、
県
が
１
億
４
０
５
６
万
５
千

円
、

核

燃

税

交

付

金

が

５
億
４
２
９
５
万
９
千
円
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
が
４
億

円
で
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、

6
．
3
％
と
な
っ
て
い
る
。

年
々
増
加
、
高
ま
る
割
合

実
証
運
行
事
業
の
詳
細
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問答

時
期
は
10
月
か
ら
11
月
頃
、
期
間

は
2
週
間
か
ら
3
週
間
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
運
行
ル
ー
ト
は
、

１
周
約
7
キ
ロ
で
旧
田
名
部
駅
か

ら
下
北
駅
間
を
走
行
。
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
15
時
を
予
定
し
、
車

両
は
15
人
乗
り
の
小
型
Ｅ
Ｖ
車
両

を
想
定
し
て
い
る
。

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

　
　
　
　
　
　

設
置
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
拡
大

　

大
畑
・
脇
野
沢
地
区
に
も

前
年
度
予
算
よ
り
増
額
し
た
理
由

は
。

問答

現
在
、
川
内
地
区
に
４
名
配
置
し

て
い
る
。
今
後
拡
大
の
た
め
、
川

内
地
区
３
人
、
大
畑
地
区
１
人
、

脇
野
沢
地
区
１
人
、
し
も
き
た

ツ
ー
リ
ズ
ム
１
人
の
計
６
人
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

予
算
額　

３
９
４
８
万
７
０
０
０
円

新
た
に
受
入
す
る
地
区
体
制
の
整

備
は
。

問答

今
後
、
地
域
の
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

〇想定車両 ： Mini bus　　〇最高速度 ： 35 ｋｍ / ｈ

〇乗車定員 ： 15 人　　　　　〇運転席 ： １人

想定車両のイメージ想定車両のイメージ

田
名
部
地
区
以
外
の
地
域
で
の
運

行
は
想
定
し
て
い
な
い
の
か
。

問答

自
動
運
行
は
コ
ス
ト
が
重
要
で
あ

る
。
今
回
は
人
口
が
密
集
す
る
都

市
部
を
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

都
市
機
能
の
充
実
化
、
都
市
の
魅

力
向
上
を
図
り
た
い
。
そ
の
他
の

地
域
に
関
し
て
は
、
現
行
の
交
通

モ
ー
ド
が
あ
る
の
で
、
今
後
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
け
る
の
か
を

検
討
し
て
い
く
。

※　財源は国庫補助金（自動運転社会実装推進事業）を活用予定



6

生
徒
数
の
減
少
及
び
有
事
の
際
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
地

産
地
消
の
割
合
は
。

Zoom  1
第
２
６
３
回
定
例
会
　
議
案
第
３
号　

む
つ
市
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

問答
児
童
生
徒
の
減
少
に
対
し
て
は
、
減
少
を
想
定
し
て
随
時
提
供
学
校
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
有
事
の
際
は
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
が
、
委
託
内

容
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
食
材
を
積
極
的
な
利
用
を
図
り
、
地
元
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
食
育
を
推
進
し
て
い
く
。

１
日
約
３
５
０
０
食
の
給
食

　
　
　
　
　

災
害
時
は
約
９
０
０
０
食
×
３
日
分

防災食育センター外観防災食育センター外観

防災食育センター調理場防災食育センター調理場

                    この議案でむつ市のこの議案でむつ市の
　　　　　　　　　　　 何がかわるのか　　　　　　　　　　　 何がかわるのか

整
備
計
画
で
活
用
す
る
辺
地
対
策
事
業
債
の
性
質

は
。

第
２
６
３
回
定
例
会

　
　
　
　
議
案
第
12
号
　
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

湯
野
川
温
泉
濃
々
園
の
整
備
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
整
備
計
画

問答

地
域
住
民
や
都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
の

重
要
な
施
設
。
事
業
費
に
１
０
０
％
充
当
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
元
利
償
還
金
の
80
％
が
普
通
交
付

税
で
措
置
さ
れ
る
財
政
的
に
非
常
に
有
利
な
起
債

と
な
る
。

　

総
事
業
費
（2
か
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
９
２
７
万
9
０
０
０
円

市
内
小
学
校
７
校
、
中
学
校
６
校

　
　
　
　
　
　
　

青
森
県
立
む
つ
養
護
学
校
に
も
給
食
を
提
供

決
済
手
段
や
ポ
イ
ン
ト
還
元
率
、
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
実
施
す
る
理
由
は
。

第
１
６
８
回
臨
時
会
　
議
案
第
１
号
　
令
和
６
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
で

　
　
　
　

 

総
額
４
１
２
１
万
円
分
を
還
元

問答

む
つ
市
内
の
消
費
者
に
決
済
金
額
の
一
部
を
還
元

す
る
こ
と
で
、
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
消
費

抑
制
し
て
い
る
生
活
者
の
支
援
、
事
業
者
の
収
入

確
保
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
還
元

率
は
15
％
と
し
、
１
回
あ
た
り
の
還
元
上
限
額
は

１
０
０
０
円
、
期
間
中
の
１
人
あ
た
り
の
還
元
額

の
上
限
は
１
万
円
に
す
る
。

　

令
和
７
年
５
月
か
ら
開
始

　
　
　
　
　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
（ペ
イ
ペ
イ
）で

　
　
　
　
　
　

市
内
約
５
０
０
店
舗
で
利
用
想
定

Zoom  3 Zoom  2

          
　  　      　    　　　「注目の議案にズームイン！！」「注目の議案にズームイン！！」

議案審査ここでおさえる
　 臨時会 ・ 定例会の

むつ市議会だより　No.33　令和７年４月号 
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　  　      　    　　　「注目の議案にズームイン！！」「注目の議案にズームイン！！」

　◎は全会一致、 ○は賛成多数、 ×は否決、 －は採決なし　　◎は全会一致、 ○は賛成多数、 ×は否決、 －は採決なし　

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

1 令和６年度むつ市一般会計補正予算 ○

報１
専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（令和６年度むつ市一般会計補正予算） ◎

◎ 第１６８回臨時会◎ 第１６８回臨時会

◎ 第２６３回定例会◎ 第２６３回定例会　　　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

2 むつ市有林造成基金条例 ◎

3 むつ市防災食育センター設置条例 ◎

4
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理等に関する条例 ◎

5
むつ市職員の勤務時間、 休暇等に関する条例の一部
を改正する条例 ◎

6
むつ市職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例 ◎

7
むつ市職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例 ◎

8 むつ市地域振興基金条例の一部を改正する条例 ◎

9 むつ市営住宅条例の一部を改正する条例 ◎

10
むつ市水道の布設工事監督者の配置及び資格並びに
水道技術管理者の資格を定める条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例

◎

11 むつ市太陽の恵み基金条例を廃止する条例 ◎

12 辺地に係る公共的施設の総合整備計画について ◎

13 令和６年度むつ市一般会計補正予算 ◎

14 令和６年度むつ市後期高齢者医療特別会計補正予算 ◎

15 令和６年度むつ市水道事業会計補正予算 ◎

16 令和６年度むつ市下水道事業会計補正予算 ◎

ここでおさえる
　 臨時会 ・ 定例会の

議
案
番
号
等

議　

決　

結　

果

合　計 市誠クラブ 公明 ・ 自由 自民クラブ 陸奥未来 会派に属しない議員

佐
賀　

英
生

東　
　

健
而

野
中　

貴
健

大
瀧　

次
男

佐
藤　

広
政

住
吉　

年
広

櫻
田　

秀
夫

白
井　

二
郎

中
村　

正
志

佐
々
木　

肇

浅
利　

竹
二
郎

井
田　

茂
樹

冨
岡　

幸
夫

佐
々
木　

隆
徳

岡
崎　

健
吾

村
中　

浩
明

富
岡　

直
哉

高
橋　

征
志

杉
浦　

弘
樹

佐
藤　
　

武

工
藤　

祥
子

濵
田　

栄
子

賛　

成

反　

対

欠
席
・
不
在

議　　案 1 可 決 1 6 3 0 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 欠 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○

議　　案 1 7 可 決 1 9 2 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
討論

● ○

 賛否がの議案について、 議員別に賛成 ・ 反対を公表します。
○は賛成、 ●は反対、 「欠」は欠席または採決時に不在。 議長（冨岡幸夫）は採決に加わらない

各 議 員 の 賛 否 一 覧

　　　　　　

議
案
番
号

件　　名

審
議
結
果

17 令和７年度むつ市一般会計予算 ○

18 令和７年度むつ市国民健康保険特別会計予算 ◎

19 令和７年度むつ市後期高齢者医療特別会計予算 ◎

20 令和７年度むつ市介護保険特別会計予算 ◎

21 令和７年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算 ◎

22 令和７年度むつ市魚市場事業特別会計予算 ◎

23 令和７年度むつ市水道事業会計予算 ◎

24 令和７年度むつ市下水道事業会計予算 ◎

報２ むつ市国民保護計画の変更について -

報３
専決処分した事項の報告について
（工事請負契約の一部変更契約について） -

報４
専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（令和６年度むつ市一般会計補正予算） ◎

議員１ むつ市議会委員会条例の一部を改正する条例 ◎

議員２
むつ市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正

する条例 ◎

議員３ むつ市議会会議規則の一部を改正する規則 ◎

★　議案の内容や過去の賛否
　　 一覧も議会ホームページ　
　　 から見ることができます。

議 決 結 果

むつ市議会だより　No.33　令和７年４月号 
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議員から独自の視点で質問 ・ 提案する一般質問 
今回は１2 人が登壇

除
雪
の
充
実
を

P. ８

YouTube で一般質問の配信動画をご覧いただけます →
　

学校備品は公費負担が原則
　　　    私費購入はやめるべき

政
策
提
案

  （無会派）

 高
たかはし

橋征
ま さ し

志 議員が問う

隠れ教育費の削減

住民の人数に関係なく　　　      
日常生活を守る除雪体制の構築

政
策
提
案

  （無会派）

 佐
さ と う

藤　武
たけし

 議員が問う

除雪の充実を

隠
れ
教
育
費
の
削
減

P. ８

次
世
代
型
公
共
交
通

P. ９

超
高
齢
化
社
会
到
達

P. ９

人
口
減
少
対
策

P. ９

電
子
予
約
シ
ス
テ
ム

P. ９

自
然
の
家
廃
止

P.10

空
き
地
条
例
の
制
定

P.10

情
報
伝
達
力
の
強
化

P.10

一
次
産
業
の
見
直
し

P.10

伝
統
文
化
の
継
承

P.11

加
齢
性
補
聴
器
助
成

P.11

佐藤　武高橋 征志櫻田　秀夫浅利 竹二郎東　健而住吉　年広佐藤　広政岡崎　健吾杉浦　弘樹佐賀　英生富岡　直哉工藤　祥子

Ｑ 

生
活
保
護
世
帯
に
市
外
・

県
外
で
の
受
診
と
同
行
者
の
費

用
を
認
め
る
べ
き
だ
。

Ａ 

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
受
診
が
容
認
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
。
同
行
者
の
費
用
は
厳
正

に
審
査
し
、
交
通
費
と
宿
泊
費

の
支
給
可
否
が
決
定
さ
れ
る
。

Ｑ 

除
雪
の
苦
情
や
要
望
の
件

数
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

苦
情
の
件
数
は
、
令
和
4

年
度
は
５
３
１
件
、
５
年
度

は
４
１
７
件
、
今
年
度
は
現
在

３
５
９
件
で
あ
る
。

Ｑ 

市
有
地
、
私
有
地
な
ど

に
関
係
な
く
除
雪
す
る
の
か
。

Ａ 

住
民
要
望
に
基
づ
き
、
家

屋
が
連
続
す
る
な
ど
公
共
性
が

高
く
除
雪
に
支
障
が
な
け
れ
ば

除
雪
し
て
い
る
実
績
が
あ
る
。

Ｑ 

生
活
保
護
世
帯
の
自
家
用

車
所
有
を
認
め
る
べ
き
だ
。

Ａ 

自
家
用
車
所
有
は
一
定
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

生活 ・ 福祉車両も走行困難

整
し
、
予
算
要
求
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
加
入
は
自
由
」

で
あ
る
こ
と
の
、
保
護
者
へ
の

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

各
学
校
で
は
、
入
学
説
明

会
等
の
機
会
を
活
用
し
、
保
護

者
に
周
知
し
て
い
る
。

Ｑ 

保
護
者
の
私
費

（
諸
費
）

で
、
学
校
備
品
を
購
入
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
。
学
校
徴
収
金

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は

「
学
校
備
品

は
公
費
負
担
が
原
則
」
だ
が
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ 

学
校
備
品
は
公
費
負
担
が

原
則
で
あ
る
。
私
費
で
の
購
入

は
、
学
校
と
保
護
者
の
共
通
理

解
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Ｑ

原
則
に
立
ち
返
り
、
私
費

で
の
備
品
購
入
を
や
め
、
教
育

予
算
を
増
や
し
、
公
費
で
購
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

学
校
と
教
育
委
員
会
で
調

学校徴収金マニュアルの例

一般質問
１２１２のの視点視点
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住民目線で利便性の向上を
政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 櫻
さくらだ

田秀
ひ で お

夫 議員が問う

次世代型公共交通

仮ナンバーの電子予約申請　　
　　　　　システムを導入すべき

政
策
提
案

  （公明 ・ 自由）

 住
すみよしとしひろ

吉年広 議員が問う

電子予約システム

若者たちの流出を防ぎ、
　　　住みよい定着促進対策を

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 東
あずま

 健
け ん じ

而 議員が問う

人口減少対策

と
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ 
厚
労
省
で
は
今
後
、
認
知

症
の
方
が
７
．
７
人
に
１
人
と

発
表
し
て
い
る
が
、
対
策
は
。

Ａ 

関
係
機
関
や
見
守
り
協

力
事
業
者
と
連
携
し
、
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
る
。

団塊世代全てが 75 歳に到達
　　　　　　　　　　  早期の対応を

政
策
提
案

  （自民クラブ）

 浅
あ さ り た け じ ろ う

利竹二郎 議員が問う

超高齢化社会到来

Ｑ 

団
塊
世
代
が
、
む
つ
市
人

口
に
占
め
る
割
合
は
。　

Ａ 

昭
和
22
年
か
ら
昭
和
24
年

に
生
れ
た
団
塊
世
代
の
人
数
は

２
８
８
６
人
で
、
む
つ
市
人
口

の
５
．
６
％
を
占
め
る
。

Ｑ 

急
速
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
需

要
に
応
ず
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
体
制
の
現
状
は
。　

Ａ 

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
を
継
続
出
来
る
よ
う

医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す

る
仕
組
み
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー

ビ
ス
が
連
携
し
提
供
さ
れ
る
こ

高齢者であふれるむつ総合病院

議
が
地
方
自
治
体

「持
続
可
能

性
」　

分
析
レ
ポ
ー
ト
を
発
表

し
た
。

「
自
然
減
対
策
が
必
要
、
社
会

減
対
策
が
極
め
て
必
要
」
と
の

評
価
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人

口
減
少
対
策
が
必
要
と
の
思
い

を
強
く
し
て
い
る
。

Ｑ 

人
口
減
少
で
限
界
集
落
が

急
激
に
進
ん
で
い
る
が
、
市
長

は
町
村
部
の
衰
退
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ 

む
つ
市
総
合
経
営
計
画
に

お
い
て
、
人
口
減
少
対
策
の
推

進
、
川
内
、
大
畑
、
脇
野
沢
地

区
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
主

要
課
題
と
位
置
づ
け
、
地
方

創
生
の
中
で
、
「
川
内
、
大
畑
、

脇
野
沢
地
区
の
持
続
的
発
展
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ 

将
来
、
当
市
は
消
滅
可
能

性
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
が
、

脱
却
の
た
め
の
取
組
を
伺
う
。

Ａ 

昨
年
４
月
に
人
口
戦
略
会

人口急減で当市の将来は？

の

「
む
つ
下
北
未
来
創
造
協
議

会
」
で
、
地
元
雇
用
や
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
等
の
人
材
定
着
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
来
年
度

か
ら
「フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
創
る
企
業
誘
致
推
進

事
業
」を
展
開
予
定
で
あ
る
。

Ｑ 

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
の
課

題
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ 

運
転
手
不
足
、
高
齢
化
、

運
行
の
利
便
性
の
向
上
が
課
題

で
あ
る
。
今
後
は
、
運
転
手

確
保
支
援
の
継
続
、
各
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
検
討
や
自
動
運
転
バ

ス
の
実
証
運
行
等
を
進
め
る
。

Ｑ 

若
者
の
定
着
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

Ａ 
平
成
30
年
度
よ
り
高
校
生

を
対
象
に
「企
業
見
学
会
」を
実

施
し
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら

市
内
大
学
生
・
短
大
生
に
も
拡

大
し
、
地
元
就
職
率
の
向
上
を

図
る
。
さ
ら
に
、
産
官
学
連
携

新型車両を導入し奮闘中 ‼

ン
に
よ
る
申
請
や
申
し
込
み
が

行
な
え
る
よ
う
拡
充
を
し
て
い

る
。
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
申

請
に
つ
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
事
前
に
申
請
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の

待
ち
時
間
短
縮
が
期
待
で
き
る

た
め
、
導
入
に
向
け
て
検
討
す

る
。

Ｑ 

窓
口
業
務
の
効
率
化
や
市

民
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
改

善
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

Ａ 

待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、

通
常
は
5
分
か
ら
10
分
、
繁
忙

期
や
確
認
が
必
要
な
場
合
は
20

分
か
ら
30
分
か
か
る
こ
と
も
あ

る
が
、
迅
速
対
応
を
心
が
け

て
い
る
。
業
務
効
率
化
と
市
民

負
担
軽
減
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
は
、
市
民
の
負
担
軽

減
と
業
務
効
率
化
に
大
変
役
立

つ
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

市
は
様
々
な
業
務
で
オ
ン
ラ
イ

３月１０日から申請開始 ‼

むつ市議会だより　No.33　令和７年４月号 
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縮小でも自然を生かした
　　　      　　　　　　活動維持を

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ と う

藤広
ひろまさ

政 議員が問う

下北自然の家廃止

県や国の施設を有効利用し、
　　一次産業を掘り起こすべき

政
策
提
案

  （市誠クラブ）

 佐
さ が

賀英
ひ で お

生 議員が問う

一次産業の見直し

自動で災害情報を受信して
知らせる情報端末機器の導入

政
策
提
案

  （無会派）

 杉
すぎうら

浦弘
ひ ろ き

樹 議員が問う

情報伝達力の強化

管理不全な空き地に対する
　　　    条例制定を検討しては

政
策
提
案

  （陸奥未来）

 岡
おかざき

崎健
け ん ご

吾 議員が問う

空き地条例の制定

Ａ 

既
存
護
衛
艦
１
隻
が
横
須

賀
へ
行
き
、
新
型
護
衛
艦
が
新

た
に
配
備
さ
れ
、
省
人
化
の
た

め
乗
組
員
は
減
少
す
る
が
、
拠

点
機
能
強
化
や
情
報
機
能
充
実

に
よ
る
人
員
増
で
、
隊
全
体
で

の
定
員
は
維
持
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。

Ｑ 

閉
鎖
の
理
由
と
今
後
の
ス

ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ 

２
０
０
８
年
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
野
外
体
験
学
習
な
ど
に

活
用
し
て
き
た
が
、
少
子
化
の

影
響
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
、

指
定
管
理
料
や
今
後
の
改
修
費

に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
２
０
２
６
年
３
月
末
で

閉
鎖
の
方
針
と
し
た
。
自
然
環

境
を
活
か
し
た
野
外
体
験
活
動

に
つ
い
て
は
、
建
物
を
利
用
し

な
く
て
も
可
能
な
取
組
を
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ 

海
上
自
衛
隊
地
方
隊
の
統

合
の
影
響
は
。

2026 年３月閉鎖の予定

断
」を
す
べ
き
で
は
。

Ａ 
今
後
も
市
民
と
の
対
話
事

業
で
あ
る

「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ　

ー
フ

ラ
ッ
ト
ー
」
を
通
し
て
、
各
地

域
の
実
情
把
握
や
こ
ど
も
た
ち

の
声
を
聴
く
取
組
を
継
続
し
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成

及
び
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て

い
く
。

Ｑ 

市
で
は

「
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
て
い
る
が
、
空
き
地
に
対

し
て
も
一
体
的
・
総
合
的
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
条
例
改
正
や
制

定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ 

現
在
、
管
理
不
全
な
空
き

地
に
よ
る
苦
情
・
相
談
等
に
対

し
て
は
、
各
関
係
部
局
で
対
応

し
て
い
る
。
今
後
、
他
市
町
村

の
先
進
事
例
を
参
考
に
検
討
す

る
。

Ｑ 

合
併
20
周
年
の
節
目
に
各

地
域
の
基
礎
生
活
圏
と
い
っ
た

地
区
別
の
分
析
を
し
、
そ
の

デ
ー
タ
に
基
づ
く
地
域
の

「
診

空き地荒廃防止へ法整備を

を
使
い
こ
な
せ
な
い
家
庭
に
対

し
て
機
器
を
配
備
す
る
こ
と
は

可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。
今
後

は
、
予
算
面
や
様
々
な
課
題
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
課
題

解
決
に
向
け
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

現
在
、
防
災
放
送
ア
プ
リ
・

コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
を
運
用
し
て

い
る
が
、
災
害
情
報
が
届
か
な

い
人
を
な
く
す
観
点
か
ら
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
い
こ
な

せ
な
い
高
齢
者
へ
の
対
策
と
し

て
、
情
報
端
末
機
器
の
操
作
が

で
き
な
く
て
も
必
要
な
情
報
を

受
信
し
、
自
動
で
知
ら
せ
る
コ

ス
モ
キ
ャ
ス
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
た
機
器
の
導
入
が
で
き

な
い
か
。

Ａ 

コ
ス
モ
キ
ャ
ス
ト
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
機
器
の
活
用
は

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
、
情
報
端
末
機
器

情報を自動で知らせる機器

本
方
針
に
基
づ
き
、
売
却
や
貸

与
を
進
め
安
定
的
な
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
る
。
未
利
用
に

な
っ
て
い
る
市
有
財
産
は
、
市

民
や
民
間
業
者
主
導
に
よ
る
ト

ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
に
よ
り
、
有
効
か
つ
適
正

な
利
活
用
に
も
努
め
て
い
る
。

Ｑ 

市
が
主
導
し
研
究
会
な
ど

を
設
置
し
、
一
次
産
業
を
根
本

か
ら
把
握
し
、
あ
る
べ
き
姿
を

創
造
し
て
、
新
規
参
入
者
や
若

者
も
就
労
で
き
る
産
業
を
目
指

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
見

解
は
。

Ａ 

漁
業
に
つ
い
て
は
、
県
や

関
係
団
体
が
漁
業
者
や
組
合
、

市
町
村
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
、
座
談
会
な
ど
を
開
催
し
、

情
報
、
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。

Ｑ 

市
有
地
及
び
市
所
有
建
造

物
の
売
却
、
有
償
貸
与
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ 

む
つ
市
有
財
産
利
活
用
基

衰退の一途をたどる漁業
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実効性のある条例とするには
　　　      条文を具体化すべき

政
策
提
案

  （陸奥未来）

 富
とみおか

岡直
な お や

哉 議員が問う

伝統文化の継承

高齢者の健康寿命を伸ばすため
　　　　　補聴器に経済的支援を

政
策
提
案

  （無会派）

 工
く ど う

藤祥
し ょ う こ

子 議員が問う

加齢性補聴器助成

議会だより工事情報

Ａ 

現
在
、
文
化
庁
の
補
助
金

や
民
間
団
体
の
助
成
事
業
を
各

保
存
団
体
へ
情
報
提
供
し
て
い

る
。
こ
の
文
化
庁
の
補
助
事
業

は
、
補
助
率
が
最
高
85
％
で
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
、
本
制
度

を
中
心
に
各
種
助
成
制
度
の
紹

介
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ 

伝
統
行
事
や
民
俗
芸
能
の

継
承
発
展
に
関
す
る
条
例
の
制

定
後
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見

ら
れ
た
か
。

Ａ 

条
例
制
定
に
よ
り
継
承
発

展
の
機
運
が
多
い
に
高
ま
っ
た

と
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
地

域
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
、
登

校
日
の
調
整
や
伝
統
行
事
等
に

関
す
る
学
習
を
行
い
、
そ
の
発

展
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ 

継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
市
独
自
の
補
助
金

や
奨
励
金
制
度
創
設
の
必
要
性

を
感
じ
る
が
、
検
討
状
況
は
。

大湊地区の１４０年の伝統

～ 議会だよりの追加工事の必要性を認識 ～～ 議会だよりの追加工事の必要性を認識 ～

広報広聴委員会　広報研修 ・ 先進地視察を実施広報広聴委員会　広報研修 ・ 先進地視察を実施

　広報広聴委員会では、 議会だよりを読みやすく、 わかり

やすいものとするため、 令和７年１月 8 日から 10 日にか

け、 （株）会議録センター （埼玉県）での研修、 議会広報全

国コンクール入賞実績がある埼玉県小川町議会へ先進地

視察を実施しました。

　これまで議会だよりの工事を令和７年 10 月号をもって

完了する予定としていましたが、 今回の研修 ・ 視察を踏

まえ、 工事期間を延長し、 追加工事を行うことにしました。

　今後とも皆さまに、 議会や市政にもっと関心をもってい

ただけるような紙面づくりに努力してまいります。

令和７年１月９日　（株）会議録センターでの広報研修

議会だより工事進捗率の変更

進捗率 70％ から 62％ へ
追加工事のため追加工事のため

11

問
う
。

Ａ 
就
学
援
助
制
度
は
住
民
税

所
得
割
非
課
税
世
帯
に
加
え
、

失
業
中
の
世
帯
等
も
対
象
に
支

援
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
経
済
的
理
由

で
就
学
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ

う
に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ 

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
事
業
は
急
激
に
広
が
り
、

県
内
で
９
自
治
体(

実
施
予
定

１)

、
全
国
で
も
３
９
０
自
治

体
が
実
施
。
む
つ
市
も
踏
み
だ

す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

65
歳
以
上
の
軽
度
・
中
等

度
難
聴
の
方
を
対
象
と
し
て
、

支
援
制
度
の
調
査
・
研
究
に
努

め
て
お
り
、
今
後
も
研
究
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ 

む
つ
市
の

「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
計
画
」
の
理
念
に
、

「
す
べ
て
の
夢
と
希
望
を
か
な

え
よ
う
」
と
あ
る
。
教
育
支
援

の
「就
学
援
助
制
度
」の
充
実
を

耳穴型タイプの補聴器
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追加工事にあたり皆さまへご迷惑をおかけいたします（広報広聴委員一同）追加工事にあたり皆さまへご迷惑をおかけいたします（広報広聴委員一同）



　私は美術の教員免許があるので、 ぜひこの資格を活かし　私は美術の教員免許があるので、 ぜひこの資格を活かし
て生徒に教えたいと思っていました。 実は、　美術のほかにて生徒に教えたいと思っていました。 実は、　美術のほかに
　　　　　　　　　　　　　　　　吹奏楽の経験もあり、 シモジュニ　　　　　　　　　　　　　　　　吹奏楽の経験もあり、 シモジュニ
　　　　　　　　　　　　　　　　の小学生にも指導しています。　　　　　　　　　　　　　　　　の小学生にも指導しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クラブの時間」に合わせて　　　　　　　　　　　　　　　　　　「クラブの時間」に合わせて
　　　　　　　　　　　　　　　　仕事を切り上げなければなりま　　　　　　　　　　　　　　　　仕事を切り上げなければなりま
　　　　　　　　　　　　　　　　せんが、 職場の深い理解があり　　　　　　　　　　　　　　　　せんが、 職場の深い理解があり
　　　　　　　　　　　　　　　　仕事と両立しながら、 楽しく活　　　　　　　　　　　　　　　　仕事と両立しながら、 楽しく活
　　　　　　　　　　　　　　　　動しています。　　　　　　　　　　　　　　　　動しています。
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へ

令和７年 1 月 22 日（水）に、 経済産業省及び青森

県選出の国会議員へ「乾式貯蔵された使用済燃料の搬

出先の明確化と核燃料サイクル政策の推進に係る要

請」について、　要望活動を行いました。

NEWS FROM MUTSU CITY COUNCIL 次回の定例会は６月３日開会予定次回の定例会は６月３日開会予定ですです

　　

むつ☆かつが　むつ☆かつが　
　　　　　　　できてよかった　　　　　　　できてよかった
　　　　　　　　　　

　

生徒の活動の成果を広めたい！生徒の活動の成果を広めたい！

　　　　これまで、 学区内に美術部がある中学校これまで、 学区内に美術部がある中学校
がなかったので、 美術を続ける場合は、 環がなかったので、 美術を続ける場合は、 環
境を変えなければいけないのかなと考えて境を変えなければいけないのかなと考えて
いました。いました。
　むつ☆かつができてからは、 これまでの環　むつ☆かつができてからは、 これまでの環
境下で、 自分のやりたいことができるように境下で、 自分のやりたいことができるように
なり良かったと感じています。なり良かったと感じています。
　ちなみに、 むつ市議会だよりは、 私がデザ　ちなみに、 むつ市議会だよりは、 私がデザ
インした題字だけですが見ています。インした題字だけですが見ています。

「使用済燃料の搬出先の明確化」「使用済燃料の搬出先の明確化」

「核燃料サイクル政策の推進」へ「核燃料サイクル政策の推進」へ

↓むつ市議会の情報はこちらから↓

YouTube LINE Facebook Instagramホームページ

市民 の 声iｎ むつ☆かつ 美術クラブ

  むつ☆かつ　美術クラブ　指導者

　　　　　　　　柴
しば

　亮
りょうこ

子 さん

  むつ☆かつ　美術クラブ　　　　　

　　　　三
みつい

井　百
ももか

花 さん

1月22日
はじまりました、 むつ市議会の動画配信。

皆さん、 ご視聴いただけましたか。

動画の方が頭に入ってきやすいと

思いますが、 議会だよりもぜひご覧

ください。

まだまだ、 議会だより工事中です。

　　　　　　　　　　　　　　　 （佐藤広政）

活動で議会だよりの題字を作成中


